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図 書 出 版 物 情 報

１。 はじめに

図書館にとって出版物は命の糧（かて）で

す。今日、全世界で生産される出版物は天文

学的数字に近いといえます。我国の場合、市

我が国における出版物の流通経路

出 版 社 （含む 新聞社、
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福井医科大学附属図書館

（現、大阪大学附属図書館中之島分館）

岩 本 博

場に出回る商業出版物だけをとりあげましても

昭和５８年で１２億１８９万冊、 ２兆１，８４７億

４，８００万円の流通額となり、新たに刊行され

た新刊点数は３１，２９７点、前年比Ｌ２％増となっ

出典：「出版業界」（産業界シリーズＮｄ１４４）
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ています。これが全世界的となると……。も

うよしましょう。考えるだけでも気が遠くな

りそうです。

医学出版物は、全出版物から比べるとその

量は小さいと見えますが、人文・社会科学系

図書とは若干、趣きを異にしています。

今日は、「医学出版物情報」を本論にして

米国における出版物の流通経路

一 雑 誌

～ － － － －

ペーパーバックス（マスマーケット）

述べますが、出版 ”物”情報に限定しますと、

現に流通しているもののみに限定されてしま

うため、ここでは、これから出版される近刊

情報、すなわち、出版予告情報も含めて巾広

く「出版情報」全般について述べていくこと

にいたします。

（出典：「アメリカの書店業界」）

一 書 籍

数字 は書籍 の流通割合 （パ ーセ ント） Ｍ・Ｍ・Ｒ・○：マスマーチャント・リティル・アウト

Ｎ －Ｄ ：ナシ
ョナル・ディストリビューター

レ・タト（スタンド ゜ドラフグス ヤア ‾等）

Ｉ－Ｄ ：インデペンデント・ディストリビ＝ｉ一ター Ｃ－Ａ：チェーン・アカウント（デパート・スーパー等）

－ ２ －
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２。 出版 物流通機 構の理解

一般に、出版物が出版元からエンドユーザ、

例えば、図書館（室）に渡るまでには実に複

雑多岐な流通経路を経ています。

１）我が国の場合

我が国における出版物の流通経路について

は、次の第３章においてくわしく述べること

にします。

２）外国、特に米国の場合

米国における出版流通経路も日本の場合に

優るとも劣らないくらい多岐に渡っています。

この場合、日本と若干異なりますことは、す

べての出版物を一括して取次する機構が欠け

ていることです。

米国の場合、出版物は図書、雑誌、大衆向

け廉価本（ペーパーバックス）の３つに大別

されますが、ペーパーバックスが全出版物の

中で最も大きい販売シェアーをもっています。

また、我が国でいうところの書店のシェアー

は２２％にすぎず、学校・図書館向け専門業者、

ブッククラブ等が力をもっているのも我が国

の場合と異るところです。

ここでの第１の特徴は、取次を経由する出

版物の比重が全体の１１９６強にすぎないことで

す。そして、それに反して、出版元からエン

ドユーザに直結する直販ルートの比重が大き

いことです。さらに、第３の特徴は、一般小

売店の比重が小さいということ。第４の特徴

として大学売店の比重が大きいこと（１８％強）

そして、第５の特徴は、学校、図書館向販売

の比重の大きいこと（２５％）です。

その他、特筆すべきこととして、我が国の

場合と異って、再販制がないにもかかわらず、

新刊書は定価販売が徹底していることと、反

対にバーゲンブックの流通システムが発達し

ていることです。

３。 出版物 の流通経路

手元に、「昭和５８年度書籍雑誌流通経路区

分による実販売額」と称する資料があります

ー

ので、この中から、我国における’最近の出版

物の流通経路を分析してみたいと思います。

まず、通常、我々に最もなじみ深い「書店

（正常）ルート」と呼ばれる一般小売書店を経

由する出版物が全出版物流通量の５３．９％しか

ないことに驚きます。それもそのはずです。、

よく見掛けることですが、最近は街のたばこ

屋さんの店先から、ドライクリーニング、あ

るいは宅急便の仲介をしているお店屋さん、

さらに２４時間営業のコンビニエンスストアー

に自動販売機といった至る所で週刊誌、コミッ

ク本等が販売されるようになり、販売形態の

多様化が目立っています。その分、一般の書

店経由が少なくなるのは当然といっていいの

かもしれません。我々、読者にとっては、わ

ざわざ本屋さんにまで出向く必要もなくなり、

それだけ便利になったともいえるわけですが、

圧迫を受ける本屋さんは生き残り（サバイバ

ル）戦争といいますか、競争に大変なことと

思います。 入

現在、我国の出版流通上には年間１２億７，４００

万冊の図書と週刊誌、月刊誌、合せて３５億６５９

万冊の雑誌（昭和５８年度）が流通しているわ

けですが、この半分強がいわゆる書店ルート

（出版社→取次会社→書店→読者・図書館 ）

であります。後の半分といいますか、このほ

かのものがそれ以外の出版流通ルートになり

ますが、この中で、数年、急速に増えてきて

いるのが直販ルート（個々の読者にＤＭやセー

ルスマンの訪問によって直接販売する。）と呼

ばれているもので、全体のｏｃ．７敗 列 強を

占めています。つづいて、教科書ルート（出

版社→都道府県の教科書供給所→販売を依託

された書店→小中高校児童・生徒）が３．３２％、

さらに日販（割販）ルート２．６％、スタンド

販売・自動販売機ルート２．７４％、私鉄駅売店

を中心とした新聞社系の卸売ルート９．ＱＱ％と

続きます。そして、ユニークなものの一つに、

一度にらまれたら雑誌の販売量が半減し、つ

いには廃刊のうきめにも……といわれるエロ

３ －



グロ・ナンセンスを販売しない ゛゙良識ルート

の異名をとる、通称、キオスク：鉄道弘済会

ルート２．４４％があります。その他では、輸出

入ルート１．２１％も見落せないといえます。こ

ういったところが我々によく知られている一

般的な書籍流通ルートです。

出版物流通ルートの多様化はそれ自体、我

々読者にとっては、一見、より有効な方向を

示しているといえなくもありませんが、その

半面、直販ルートの拡大は、我々読者サイド

の購入選択巾をせばめ、あるいは、図書館（室）

にとっては値引か困難になったり、期待でき

なくなるなど、極めて影響の大きな問題であ

るかと思います。

４。 出版情報の種類

出版物の流通と同時に、先行あるいは後追

いして出版情報が流通していきます。

１）刊行時期を基準にすると

出版情報をその刊行の鮮度により区分する

と次の３つに分類できます。

①近刊情報

②新刊情報

③既刊情報

ａ．近刊情報

近刊情報とは、まだ出版されていない出

版物を案内する情報で、出版予告情報とも呼

ばれています。

近刊情報の特徴は出版物がまだ出版されて

いないために、内容や価格が不正確であった

り、、極端な場合は予告だけで出版されずに終

る出版物も少なくありません。

ｂ．新刊情報

新刊情報は、実際に刊行されてまだ日の

浅い出版物を案内する出版情報であり、近刊

情報に比べると内容、価格とも、正確といえ

ます。 。。 ・・

新刊情報は、一般に速報性が重視され、週

刊（まれに日刊）隔週刊、あるいは月刊で刊

行されるものが多くなっています。

－

Ｃ。既刊情報 ご

既刊情報 は実際に出版されてから日数を

経た出版物をまとめて記録した出版物で、主

に記録性、網羅性等を目的として刊行されて

います。

既刊情報はその性質から、個々の出版元か

ら刊行されるものは、大手の出版社や特殊な

出版物を出版している出版社から刊行される

一部の出版情報のほかは少なく、特定の出版

団体や取次代理店等から刊行されるものが多

くなっています。

ｄ．私の経験から

私が経験した中で出版情報に関する実例

について、いくつかを紹介してみたいと思い

ます。。

まず、近刊情報ですが、ある時、アメリカ

のある大手の出版社から郵送されてきたダイ

レクトメールによって、さうそく３巻ものの

ある参考図書を出入りの書店（取次代理店）

に発注しました。だいぶたって、書店から図

書が入ってきたとの連絡を受けましたが、書

店が何か奥歯に物が引っ掛かっているかのよ

うに言いにくそうにしているので何かと思っ

たら、近刊で刊行が案内されたものの、実は

今回刊行されたものは、かってから刊行され

ている３巻ものの第１巻のみで他は改版の見

込みもないという。ところが、図書は３冊入っ

てきたので引取ってほしいという。どうもよ

く合点がいかないのでよくよく聞いてみたら、

第１巻は確かに新刊されたものであるが、他

の２巻は旧版が送られてきたという。

まあ、このようなことは、欧米の出版社で

はよくあることで、べつに悪気があってやっ

ているわけではないと思われますが、我々に

とってほしいのは今回改版された、すなわち、

近刊で案内された図書であるわけです。しか

し、出版社にしてみればこの図書は３巻で１

セットなのであって、新版か旧版かはあまり

重要でないのかもしれません。

とはいってＴも、このようなことはまず、日

４ －



本の図書館：書店：出版社の関係の中では起

りえないだろうし、たぶん、出版社ないし取

次からあらためて照会がくるはずです。仮に

あったとしても、即、いらないものは返本に

なるはずです。

この例で示したものは、出版社が海の向ご

うの外国のことでもありますし、たぶん、結

果的には図書館か書店のいずれかが泣くこと

になるはずです。実を言いますと、これで泣

いたのは私：図書館のほうです。と言います

のも、図書館と書店の関係は今に始まったも

のではないからです。百年を考えての関係で

す。書店を泣かすことはいかにも簡単なこと

ですが、それでは図書館と書店の信頼関係が

崩れてしまいます。よくいえば、図書館の予

算に余裕があったからだろうといわれなくも

ありませんが、実は、ここが図書と一般の物

品の購入とのちがいといえます。この例では、

私か出版社からのダイレクトメールを好意的

に見すぎ、なおかつ、書店がそれを見破れな

かったことによる複合的ミスから始まったの

ですが、受入の現場では比較的よくあること

といえます。

近刊情報はあくまでもこれから出版される

という未刊の情報であることを肝に命じるこ

とが必要です。

話が少し横にそれた感かおりますが、次に

新刊情報になりますと、これは実際に図書が

既に出版されているわけですから、トラブル

は極めて少なくなります。しいて上げれば、

出版された図書が思いもかけずよく売れすぎ

て、在庫がなくなってしまった場合ぐらいで

す。といっても、我々が扱うのは専門書が大

半ですからこのようなことはあまり起りえな

いことですが、最近のことでは、確か、Ｍｅ－

ｒｃｋｌｎｄｅｘの改版の時にあったように記憶し

ています。

既刊情報では本来在庫かおることを前提に

カタログが作成されますが、言いかえれば、

イコール在庫情報とも言えるわけです。この

－ ５

場合、既刊情報に収録されている在庫は特別

のことがないかぎり、次々に減るわけですか

ら、カタログを見て発注したら、品切れだっ

たということは十分ありうるわけで、出来た

てほやほやのカタログを手にしながら、図書

館の受入担当者がぷりぷりして、書店がただ

ただ平身低頭しているというのも珍しい光景

ではありません。

２）資料形態を基準にすると

出版情報をその出版流通の段階において輪

切りにすると、１）に示した近刊・新刊・既

刊情報といった形態になりますが、実際には

我々の図書館の現場に馴染の深い図書、雑誌、

あるいは視聴覚資料、政府刊行物、会議資料

といったいろいろな資料形態が先行し、その

なかで、それぞれの資料について近刊・新刊

・既刊情報があるのが一般的です。

３）その他の区分では

出版情報としてはあまり一般的なものとは

言えませんが、購入できる資料と購入できな

い資料という区分もおもしろいといえます。

５、 図 書の出版 情報

１）近刊情報

図書の出版情報の内、まず、近刊情報の代

表的なものとしては、欧米の出版社からはダ

イレクトメールが一般的です。もちろん、出

版社のあるその国の国内では、日刊、週刊単

位の出版情報が刊行されていると思いますが、

日本に送られてくるまでに時間がかかりすぎ

て近刊の出版情報としては価値をなくしてし

まうため、一般的でないわけです。

日本の図書の近刊情報としては、日本書籍

出版協会が刊行する「これから出る本」がよ

く知られています。この小冊子は週３回刊行

されていて、内容が分野別に収録されている

ほか、医学書も大変よく収録されているのが

特徴的です。また、これは書店の店頭で山積

され、「ご自由にお取りください。」となって

いたり、あるいは書店がきたときにただでお



いていってくれたりと図書館にとっては大変

ありかたいものでもあります。

２）新刊情報

まず、洋書の新刊情報として、欧米の代表

的なものに「Ｎ．Ｌ．Ｍ．Ｃｕｒｒｅｎｔ：ＣａｔａｌｏｇＰｒｏｏｆ

Ｓｈｅｅｔｓ」があげられます。この資料は米国の

国立医学図書館が週刊で刊行しているもので、

書誌事項も完壁なものです。

日本で刊行されているものでは、我が国を

代表する二大情報産業としてよく知られる丸

善と紀伊国屋書店から出されている「丸善新

刊書ご案内」、「ＡｎｎｏｕｎｃｅｍｅｎｔｏｆＦｏｒｔｈ－Ｃｏｍ－

ｍｉｎｇ＆ＮｅｗＢｏｏｋｓ」があります。いずれも

各月４分冊で出され、Ｄシリーズが医学セッ

ションとなっています。

国内の新刊情報としては、東販が刊行する

「新刊図書目録」（月刊）や日販の「ウィーク

リー出版情報」（週刊）が手に入れやすいです

が、医学書の収録が意外に少なく、あまり役

に立つとはいえません。文庫本や推理小説の

新刊書を探すのには大変便利なんてすが…。

医学書の新刊書がまとめて収録されているも

のでは、医歯薬出版が刊行する「医学のあゆ

み」の号中に各月１［亘］、「今月の新刊」とし

て紹介されるものが便利といえます。このほ

か、出版ニュース社が刊行する「出版年鑑」

に収録される出版情報の基礎となっている「出

版ニュース」（旬刊）の号末に収録される新刊

情報が大変よく充実しています。

３）既刊情報

図書の既刊情報はその刊行の目的により次

の２つに大きく区分されます。

①販売情報

②書誌情報

ａ．販売情報

これは文字通り、販売を目的 とした出版

情報で、その前提は在庫情報でもあります。

医学分野の販売情報としては医学書院から

季刊で刊行される「医学書総目録」と日本医書出

版協会から年刊で刊行される同名のものがよ

ー

く知られています。前者は３ヶ月ごとに改訂さ

れ、しかも、 専門書４，０００冊と収録されている

図書と出版社の数が多く、そめ点では我が国で

刊行される医学書の ほとんどすべてを網羅し

ているといえますが、反面、配列が系統的でな

く、また、詳しすぎて索引で探せないものが

でてくるといった不便さがあります。後者の

場合では収録されている出版社が同協会に加

盟している２０の出版社に限られていますので、

見易いのですが網羅性に欠けます。一般の先

生方がパッ１と見るには後者が、我々図書館

員が見るには前者がいいでしょう。

洋書の販売情報では丸善、医学書院、南江

堂等の取次書店の刊行する「ＦＯＲＥＩＧＮ ＭＥ－

ＤＩＣＡＬ ＢＯＯＫＳ」等の目録があります。

ｂ．書誌情報

書誌情報は図書の記録性を目的とした目

録で販売情報とは目的を異にしますが、内容

は原則として在庫情報でもあります。したがっ

て、絶版になったものは収録されないのが一

般的ですが、確実性はありません。

「出版年鑑」（出版ニュース社）は古くから

よく知られている書誌情報誌です。最近、刊

行されたものでは年刊、３巻もので刊行され

ている「日本書籍総目録」（日本書籍出版協

会）や変ったものでは１８巻ものの「日本件名

図書目録１９７７－１９８４」（日外アソシエーツ）

があります。また、あらゆる出版物を収録し

ているものでは国立国会図書館が週刊、年刊

で刊行している「日本全国書誌」かおります

が、タイムラグが大きく、あまり実用的では

ありません。しかし、政府刊行物等の非売品

の資料を探すには最適の書誌情報誌です。

洋書では「Ｎ．Ｌ．Ｍ．ＣｕｒｒｅｎｔＣａｔａｌｏｇ」（四

季版、年刊版）が書誌事項もよく充実してい

て最適です。ほかには、Ｂｏｗｋｅｒ 社の刊行す

る「ＢｏｏｋｓｉｎＰｒｉｎｔ」（６Ｖｏｌｓ．）「ＭＥＤＩＣＡＬ

ＢＯＯＫＳ ＡＮＤ ＳＥＲＩＡＬＳＩＮ ＰＲＩＮＴ」（ ２Ｖ－

ｏｌｓ．） がありますが、詳細すぎて見にくいの

が難点です。
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書誌情報は扱う情報が多いため、「出版年

鑑」を除き、病院図書室のような小規模図書

室向きの資料ではなく、大学図書館向きの資

料といえます。書誌情報を必要とする時はも

よりの大学図書館ヘレファレンスを依頼する

のが無難でしょう。

６。 雑誌の 出版情報

医学図書館（室）の資料の主体を占めてい

るのは学術雑誌です。学術雑誌の出版情報の

内、近刊情報は一般には創刊誌情報と呼ばれ

ています。

また、新刊・既刊雑誌情報は図書の場合と

同じように販売を目的としたものと記録性を

目的としたものに分けられますが、その内容

はだいぶ異なっています。

１）創刊誌情報

医学雑誌の創刊誌情報は図書と同じく、出

版元からのダイレクトメールによって知るほ

か、国内取次代理店からの情報も有益と言え

ます。

「Ｎｅｗ Ｐｅｒｉｏｄｉｃａｌｓ：外国雑誌創刊目録」、

「ＣａｔａｌｏｇｏｆＮｅｗＪｏｕｒｎａｌｓ：新刊雑誌カタロ

グ」は紀伊国屋書店、丸善がそれぞれ刊行す

るもので、分野別に構成され、最新３年分の

創刊誌情報が収録されています。

２）新刊・既刊誌情報

ａ．販売情報

外国雑誌の販売情報としては海外の出版

元の刊行する出版カタログのほか、国内の取

次代理店の刊行する「ＳｕｂｓｃｒｉｐｔｉｏｎＣａｔａｌｏｇ

外国雑誌カタログ」が内容、書誌事項ともよ

く充実しています。

また、外国の取次代理店として著名な ＥＢ－

ＳＣＯ、ＦＡＸＯＮ、ＳＷＥＴＳ 等の雑誌カタログ

は日本のものより総合的で情報量も極めて多

いと言えますが、表示されている価格が外貨

立てであったり、細かすぎてかえって見づら

いともいえます。

国内雑誌の販売情報では日販が年刊で刊行

７

する「雑誌のもくろく」がありますが、これ

は全ぐの子供だましと言いましょうか、小冊

子で小売書店でお客さんに聞かれてちょっと

見るのには役立っても図書館（室）の資料と

しては心もとないの一語につきます。

ｂ．書誌情報

雑誌の書誌情報 はたくさんありすぎて、

例をあげるのにこまるほどです。

医学図書館の参考図書で三種の神器と言え

ば、その一つにＢｏｗｋｅｒ 社の刊行する「Ｕｌｒ－

ｉｃｈＪｓＩｎｔｅｒｎａｔｉｏａｎｌＰｅｒｉｏｄｉｃａｌｓＤｉｒｅｃｔｏｒｙ」

があげられます。この資料は世界中の欧文雑

誌を分野別に収録したもので書誌事項も完壁

のものです。また、同社の刊行する「Ｉｒｒｅｇｕ－

ｌａｒ Ｓｅｒｉａｌｓ＆ Ａｎｎｕａｌｓ：ＡｎＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ

Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ」も重宝します。このほか、前述の

「ＭＥＤＩＣＡＬ ＢＯＯＫＳ ＡＮＤ ＳＥＲＩＡＬＳＩＮｐ－

ＲＩＮＴ 」や「ＳＯＵＲＣＥＳＯＦ ＳＥＲＩＡＬＳ」（Ｂ－

ｏｗｋｅｒ社）もあれば便利なものです。

国内雑誌では「雑誌新聞総カタログ」が充

実しています。この資料は日販が年刊で刊行

しているもので、購入雑誌のみならず、学会

雑誌、非購入雑誌、会員制雑誌の多くも収録

されており、大変便利な資料です。 こ

７。 会議資 料の出版情 報

学術会議の国際化の中で刊行される会議資

料も急増の一途をたどっていますが、書誌的

コントロールの不完全さがその取扱いを困離

なものにしています。

会議資料は実際の会議を境にして、次の２

つの種類に分けられます。

①会議前の出版情報

②会議後の出版情報

１）会議前の出版情報

いずれの会議においても、その会議が成立

するためには会議の主催者による計画から案

内の通知、予稿集の配布といったしヽろいろな

手順が必要であり、配布される会議前資料も

多岐を極めます。



＠カレンダー ⑤プログラム

④講演要旨 ④プレプ リント

プレプリントは会議での発表予定論文の全

内容を印刷したもので、今日の国際的会議で

はあたりまえの配布資料です。しかし、大方

の場合、プレプリントは会議の出席者にしか

配布されず、一般の図書館（室）では入手が

むつかしい資料の一つです。

プレプリントに関する出版情報は皆無に等

しいと言えます。わずかに開催される学協会

からの何らかの案内によって知るのが唯一と

言えます。それも偶然に近いものです。わず

かに、政府関係が主催する、あるいは、援助

をしている一部の会議では、その会議資料、

特にプレプリントが政府刊行物の中に取込ま

れていることもありますが、その発見は容易

なことではありません。

会議資料の出版情報が収録されている資料

としては、「Ｗｏｒｌｄ Ｍｅｅｔｉｎｇｓ」等があります

が、いずれも断片的なものです。

２）会議後の出版情報

会議終了後、会議において発表された論文、

討論内容をまとめた会議資料が出版されます。

最近の国際会議ではあらかじめカレンダーに

会議資料の出版方法、形態が明記される場合

が少なくありませんが、反面、メンバーを限

定したセミナー等では会議資料を刊行せずに、

講演要旨の配布のみで済ませる場合も多いと

言われています。

出版される会議資料には大きく２つの出版

形態があります。

⑧図書として出版されるもの

⑤学術雑誌に収録されるもの

ａ．図書として出版される会議資料の出版情

報

図書として出版される会議資料は会議を

主催した学協会や商業出版社等のいろいろな

ところから出版されます。

商業出版社から出版される会議資料は一般

図書と同じく各種の出版情報に収録されるた

ー

め、容易に我々の目につきやすいと言えます

が、学協会から出版されるものは商業ベース

にのりにくいため、その出版情報は一般にと

らえにくいものと言えます。

図書として出版される会議資料を専門に検

索する資料には「Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓｉｎ Ｐｒｉｎｔ」、「Ｉ－

ｎｄｅχｔｏＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃ＆ ＴｅｃｈｎｉｃａｌＰｒｏｃｅｅｄｉｎｇ－

ｓ 」、「ＣｏｎｆｅｒｅｎｃｅＰａｐｅｒｓＩｎｄｅχ」等があげら

れますが、いずれも特殊な資料だけに大きな

医学図書館でも所蔵しているところは少なく、

ましてや病院図書室ではとても手に負えない

ものと言えるかもしれません。

また、図書として出版される会議資料の特

殊性として、図書のタイトルが会議名と異な

るアトラクティブなタイトルがつけられるた

め、一見して会議資料と分らないことが多い

こと、あるいは、タイムラグが大きく、いつ

出版されるか定かでないといったことがあげ

られます。

ｂ．学術雑誌に収録される会議資料の出版情

報

学術雑誌に収録される会議資 料は雑誌そ

のものが医学図書館（室）の中核をなす資料

だけに容易にとらえやすいといえますが、反

面、アトランダムに収録されるため、どの会

議資料がどの雑誌に収録されるか容易には検

索できなく、なかなかやっかいなものです。

学術雑誌に収録される会議資料を検索する

には英国のＢ．Ｌ．Ｌ．Ｄ．の刊行する「Ｉｎｄｅｘｔｏ

ＣｏｎｆｅｒｅｎｃｅＰｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓＲｅｃｅｉｖｅｄ」が比較的

便利ですが、これももよりの医学図書館にあ

るという資料ではないので、ちょっと見ると

いうわけにはいかないようです。

８。 政府刊行 物

一般に政府刊行物といえば、政府が保有す

る情報、あるいは、生産した情報を指すわけ

ですが、その解釈は情報の公開性ともあいまっ

て、各国間で微妙に食違っています。

例えば、政府刊行物の流通で先駆的な役割
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を果たしている米国では、Ｇ．Ｐ．Ｏ．（政府印刷

局）とＮ．Ｔ．Ｉ．Ｓ．（商務省管轄）により、一元

的に取扱われるのに対して、我が国の場合に

は政府の各機関が独自に印刷、刊行し、かつ、

配布しているのが現状です。

米国の政府刊行物の出版情報はＧ．Ｐ．０．の

「ＭｏｎｔｈｌｙＣａｔａｌｏｇ」、Ｎ．Ｔ．Ｉ．Ｓ．の「Ｇｏｖｅｒｍ，

ｅｎｔＲｅｐｏｒｔｓＡｎｎｏｕｎｃｅｍｅｎｔ＆Ｉｎｄｅχ」。によ

り、大方は知ることが出来ますが、いずれも

高価で特殊な資料ですので、総合大学の図書

館ぐらいにしか所蔵がなく、一般的ではあり

ません。

我が国の政府刊行物の出版情報は国内出版

物の大半が納本される国立国会図書館が刊行

する「日本全国書誌」が一番です。ただ、こ

の資料はタイムラグが大きいため、アップ・

ツウ・デイトな情報を得るには不向きなとこ

ろが残念なところです。

都道府県所在地には政府刊行物販売所が設

置、または委託されており、利用されると便

利です。

１）厚生省特定疾患報告集

日常の図書館活動の中で医学図書館（室）

員が扱う政府刊行物と言えば、「厚生省特定

疾患報告書」があげられると思います。

この資料は厚生省特定疾患調査研究班が昭

和４７年度から毎年、出している報告集ですが、

医学図書館（室）の現場での需要の多い資料

である反面、研究班の構成が入り組み、変遷

が多いことと、配布先が限定されていること

もあって、なかなか、充分に活用することの

出来ない資料と言えます。

ただ、この資料は従来から「日本全国書誌」

に収録される他、Ｊ．Ｉ．Ｃ．Ｓ．Ｔ．の「公共資料ファ

イル」にも収録されるため、検索は容易になっ

ています。また、調査研究班の構成は毎年、

５月頃に「日本医事新報」に発表されますの

で参考にされると便利かと思います。

２）Ｗ．Ｈ．Ｏ．刊行物

国際機関の一つであるＷ．Ｈ．０．刊行物も政

－

府刊行物の範囲に入るかと思います。

ｗ．ａ ０．が刊行する資料には二種類あり、

いずれも市販されるか、無料で配布されます。

Ｗ．Ｈ．Ｏ．刊行物には「Ｕｎｉｔｅｄ ＮａｔｉｏｎｓＤｏ－

ｃｕｍｅｎｔｓＩｎｄｅｘ」（月刊）と２年毎に刊行さ

れる「Ｗ．Ｈ．Ｏ．Ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎｓ Ｃａｔａｌｏｇｕｅ」が

あります。また、最新の新刊情報は月刊の「Ｗ

Ｈ．０．Ｃｈｒｏｎｉｃｌｅ」に収録されています。

国内には国立国会図書館を始め、５ヶ所の

国連寄託図書館が設置されていますが、Ｗ．Ｈ

０．刊行物はほとんどなく、あまり役には立ち

ません。

９。 出版 物の識別コ ード

いままでは各々の出版物についてその出版

情報を述べてきましたが、実際に出版物が遅

滞なく流通していくためには、その識別が正

確に行なわれる必要があります。

一般に出版物の識別は、著者名、書名、出

版社等のいわゆる書誌的情報により行われま

すが、それと並んでこれらをコード化したも

の、いわゆる識別コードが一般化しています。

ここでは現在、国際的に通用している３つ

の識別コードについて概略的に述べてみたい

と思います。

１）国際標準図書番号（ＩＳＢＮ）

ＩＳＢＮは１９６０年、Ａ．Ｌ．Ａ．の総会におい

て提唱、１９６７年から使用され、１９７２年、Ｉ．

Ｓ．Ｏ．が制定した国際規格Ｉ．Ｓ．Ｏ．－２１０８ に基

く、国際標準図書番号（ＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＳｔａｎ－

ｄａｒｄＢｏｏｋＮｕｍｂｅｒｉｎｇ ）です。

ＩＳＢＮは４つの部分、１０ヶ夕の数字で構

成されています。

ＩＳＢＮ ４－１０－１３７３０１－９

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ：グループ識別記号

Ｂ：出版社 ／／

Ｃ：タイトル 〃

Ｄ：チェックタグ 〃

「秘密の花園」松本隆詩集（新潮文庫）
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ａ。グループ識別番号 ・

グル ープ識別番号は世界を国、地域区分

等で分け、出版量の大きいグループには小さ

いケタ数、反対の場合には大きいケタ数が与

えられています。

例：０，１…米国、英国、カナダｌオーストリア等

２…‥フランス

３‥…ドイツ

４…‥日 本

９ト ‥スエーデン

ｂ．出版社識別番号

グループ内の出版社に対し、出版量の大

きいものには小さいケタ数、小さいものには

大きいケタ数を与えます。

例：０６…講談社 １０…新潮社 ３３４…光文社

４４４…Ｅｌｓｅｖｉｅｒ８７９６９‥・ＣｏｌｄＳｐｒｉｎｇＨａｒｂｏｒＬａｂ

ｃ．タイトル識別番号

各出版社は割り当えられたケタ数の範囲

内で、その出版物にＩＳＢＮを与えます。

ＩＳＢＮは版次、形態の異るものには異る

番号を与えられますが、刷りの異るもの、価

格の変更等には与えないことになっています。

２）国際雑誌標準番号（ＩＳＳＮ）

ＩＳＳＮはＩ．Ｓ．Ｏ．が承認した国際規格によ

り独立した逐次刊行物に与えられています。

ＩＳＳＮは次の形式をとります。

ＩＳＳＮ ００２１－９２５８

（ＪｏｕｒｎａｌｏｆＢｉｏｌｏｇｉｃａｌＣｈｅｍｉｓｔｒｙ）

この８ケタの数字の内、最終の数字はチェッ

クタグで次の計算式により、計算されます。

ＩＳＳＮ ００２１－９２５

×××× ×××

８７６５ ４３２

（ ＯＸ８）十（ ＯＸ７）十（２×６）－Ｋｌ×５）

（９×４）十（２×３）十（５×２） ＝６９

６９÷１１＝６ 余り ３
－

１１－３＝＿８． ，‥ ．，

日本におけるＩＳＳＮのセンターは国立国

会図書館が受持っています６また、ＬＣ及び

Ｂｏｗｋｅｒ 社の刊行する目録類に収録される逐

次刊行物にはすべてＩＳＳＮが割り当られて

います。

３）ＣＯＤＥＮ

ＣＯＤＥＮは雑誌及び図書に与えられる識

別記号で、１９５４年、Ｂｉｓｈｏｐｃ．の提唱により

始まり、現在は米国のＡ．Ｓ．Ｔ．Ｍ．規格の一つ

になっています。雑誌のＣＯＤＥＮはアルファ

ベット６文字で構成されています。

ＣＡＮＣＡＲ （Ｃａｎｃｅｒ）

Ａ Ｂ Ｃ

Ａ：…雑誌タイトルの最初の主要語の頭文

字をとる。

Ｂ：…雑誌タイトルの主要語から１～２文

字をとる。 し

１９７５年以降、ＣＯＤＥＮの割り当て業務は、

すべてＣＡＳ（ＣｈｅｍｉｃａｌＡｂｓｔｒａｃｔｓＳｅｒｖｉｃｅｓ）

で行われています。

１０． おわり に

我々が普段、扱う出版情報にはここで取上

げましたもののほかにも、一般にグレイ・リ

テラチャ－（灰色文献）と呼んでいますテク

ニカルレポート、学位論文、企業文献あるい

は一部の紀要等があげられますが、日常の図

書館業務の中で取扱うことは極めて少ないた

め、省略しました。

私か現場の図書館員として経験しました過

去、１０数年間の中で、出版情報について考え

てみますと、我が国の取次代理店、書店ある

いはいろいろな出版団体から刊行されます各

種の出版情報は国際的にも見劣りしない極め

てレベルの高いものが少なくありま甘ん。

特に最近はエン下ユーザへのサーヒでスから、

１０－



かゆいところにも手がとどいた内容的にもデ

ザイン的にも優れたものが次から次へと刊行

されていっています。

毎月、出入の書店さんから届られるＡｎｎｏｕ－

ｃｅｍｅｎｔを手にして、ざあーとブラウジングす

るだけでも、ずいぷんと知識が豊富になって

くるものです。

書店さんと良い意味で懇意になる。二‥・こ

れがいつか、血となり、肉となってお役に立

つことと思います。 丿 しＴレ

本日はご静聴ありがとうございました。

－ １１－



１。 図書の出版情報

①近刊情報：出版社からのダイレクトメー

ル、予約特価の案内

②新刊情報：

ａ．ＮＬＭ Ｃｕｒｒｅｎｔ ＣａｔａｌｏｇＰｒｏｏｆＳｈｅｅ－

ｔｓ。（週刊）ＮＬＭ

ｂ．ＡｎｎｏｕｎｃｅｍｅｎｔｏｆＦｏｒｔｈ－Ｃｏｍｉｎｇ ＆

Ｎｅｗ ＢｏｏｋｓＤ：医学・歯学・薬学

（月刊）紀伊国屋書店

ｃ。丸善新刊洋書ご案内Ｄ：Ｍｅｄｉｃａｌ Ｓｃｉ－

ｅｎｃｅｓ（月刊）丸善

ｄ。ＮＡＮＫＯＤＯ ＢＯＯＫ ＢＵＬＬＥＴＩＮ（隔

月刊）南江堂

ｅ。。ＭｅｄｉｃａｌＢｏｏｋ Ｎｅｗｓ（月刊）医学書院

ｆ。医学のあゆみ：今月の新刊（月１回）

医歯薬出版

ｇ．新刊図書目録（月刊）東販

ｈ．ウィークリー出版情報（週刊）日販

ｉ。出版ニュース（旬刊）出版ニュース社

ｊ．雑誌に掲載される Ｂｏｏｋ Ｒｅｖｉｅｗｓ

③既刊情報：

（販売情報）

ａ。ＦＯＲＥＩＧＮ ＭＥＤＩＣＡＬＢＯＯＫＳ：医学

洋書在庫一覧表（年刊）医学書院

ｂ。ＭＥＤＩＣＡＬ ＢＯＯＫＳ新刊・在庫（半年

刊）丸善

ｃ．医学書総目録（季刊）医学書院

ｄ．医学書総目録（年刊）日本医書出版協

会

ｅ．大学教科用図書目録（年刊）高等教科

書協会

ｆ．医学・薬学・獣医学参考図書目録 紀

伊国屋書店

ｇ。各出版社のカタログ

（書誌情報）

ａ．ＢＯＯＫＳＩＮ ＰＲＩＮＴ １９８２－１９８３ ３

ｖｏｌｓ。Ｂｏｗｋｅｒ Ｃｏ．

－ １２－

ｂ．ＭＥＤＩＣＡＬ ＢＯＯＫＳ ＡＮＤ ＳＥＲＩＡＬＳ

ＩＮ ＰＲＩＮＴ １９８４ ２ｖｏｌｓ．Ｂｏｗｋｅｒ

Ｃｏ．

ｃ．日本全国書誌 週刊版、年刊版、国立

国会図書館

ｄ．洋書速報 （半月刊）国立国会図書館

ｅ．日本書籍総目録 １９８４３ｖｏｌｓ．日本書籍

出版協会

ｆ．出版年鑑 １９８４ 出版ニュース社

ｇ．日本件名図書目録 １９７７－１９８４１８

ｖｏｌｓ．昭和５８年 日外アソシェーツ

ｈ．ＮＬＭ ＣＵＲＲＥＮＴ ＣＡＴＡＬＯＧ Ａｎｎ－

ｕａｌ，ＱｕａｒｔｅｒｙＮＬＭ

ｉ．日本の参考図書 （季刊）日本図書館

協会

ｊ・図書館に備えてほしい新刊図書目録

日本図書館協会

ｋ．重要文献目録 第７分冊：理工・医学

紀伊国屋書店

１．海外主要二次資料・参考資料解題 丸

善

ｍ。重要基本文献御選定用資料 丸善

ｎ．’８３科学と技術の本２０，０００点ブックフェ

アー 東販

ｏ．年度末用在庫目録 ビー・アイ・ シー

（所在情報）

ａ．医学洋書総合目録 日本医学図書館協

会

ｂ．新収洋書総合目録 国立国会図書館

（紀伊国屋書店）

ｃ．国立国会図書館蔵書目録 昭２３－３３年、

昭３４－４３年、昭４４－５坦 国立国会図書館

④古書：

ａ．日本学術資料総目録 ２ｖｏｌｓ．朝日出版

社

ｂ．古書店のカタログ

ｃ．医学古書目録 日本医学文化保存会

⑥リプリント版：

ａ。ＢＯＯＫＳｏｎＤＥＭＡＮＤ，Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ

ｅｄ．ＡｕｔｈｏｒＧｕｉｄｅ １９８３．ＵＭＩ



ｂ．１９８３ ＲＥＰＲＩＮＴＳ，Ｉｍｐｏｒｔｅｄ Ｕｎｉｖ－

ｅｒｓｉｔｙＴｅχｔｂｏｏｋｓ＆ Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅｓ リプ

リント・輸入大学テキスト及リファレ

ンス・著者・書名索引付 トッパン

⑥絶版書： ？

２， 雑誌の出版情報

①創刊誌情報

ａ．ＮＥＷ ＰＥＲＩＯＤＩＣＡＬＳ１９８４：外国雑誌

創刊目録 紀伊国屋書店

ｂ．ＣａｔａｌｏｇｏｆＮｅｗ Ｊａｉｒｎａｌｓ：新刊外国

雑誌カタログ■１９８２－１９８５ 丸善

②既刊誌情報

（販売情報）

ａ．ＳＵＢＳＣＲＩＰＴＩＯＮ ＣＡＴＡＬＯＧ １９８４

外国雑誌カタログ 北尾書籍貿易

ｂ．ＳＵＢＳＣＲＩＰＴＩＯＮ ＣＡＴＡＬＯＧ １９８４

外国雑誌総合目録 紀伊国屋書店

ｃ．ＳＵＢＳＣＲＩＰＴＩＯＮ ＣＡＴＡＬＯＧ １９８４

外国雑誌カタログ` 丸善

ｄ．雑誌のもくろく １９８４年版 日販

ｅ．ＢＩＯ－ＭＥＤＩＣＩＮ ＳＥＲＩＡＬ Ｐｕｂｌｉｃａｔ－

ｉｏｎｓ １９８１洋書医学継続出版物目録

丸善

ｆ．各出版社のカタログ

（書誌情報）

ａ．ＭＥＤＩＣＡＬ ＢＯＯＫＳＡＮＤ ＳＥＲＩＡ－

ＬＳＩＮＰＲＩＮＴ １９８４ Ｂｏｗｋｅｒ Ｃｏ．

ｂ．ＳＯＵＲＣＥＳ ＯＦ ＳＥＲＩＡＬＳ ２ｎｄｅｄ．

Ｂｏｗｋｅｒ Ｃｏ．

ｃ．ＵＬＲＩＣＨ’ＳＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ Ｐ－

ＥＲＩＯＤＩＣＡＬＳＤＩＲＥＣＴＯＲＹ ２１ｅｄ

１９８２ Ｂｏｗｋｅｒ Ｃｏ．

ｄ．ＩＲＲＥＧＵＬＡＲ ＳＥＲＩＡＬＳ ＆ ＡＮＮＵ－

ＡＬＳ Ａｎ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ

８ｔｈｅｄ．１９８３ Ｂｏｗｋｅｒ Ｃｏ．

ｅ．ＩＮＤＥＸ ＯＦ ＮＬＭ ＳＥＲＩＡＬ ＴＩＴＬ－

ＥＳ ４ｔｈ ｅｄ．１９８１ ２ｖｏｌｓ．ＮＬＭ

ｆ．ＬＩＳＴ ＯＦ ＪＯＵＲＮＡＬＳＩＮＤＥＸＥＤ

ｉｎＩＮＤＥＸ ＭＥＤＩＣＵＳ １９８４ ＮＬＭ

ｇ．Ｅｘｃｅｒｐｔａ Ｍｅｄｉｃａ ＬｉｓｔｏｆＪｏｕｒｎａ－

－ １３－

Ｉｓ Ａｂｓｔｒａｃｔｅｄ １９８２ ＥＭ

ｋ 雑誌新聞総カタログ １９８４年版 メ

ティカル・リサーチ・センター

ｉ．専門新聞要覧 昭和５９年版 日本専門

新聞協会

ｊ．ＪＯＵＲＮＡＬＳ ｉｎ ＴＲＡＮＳＬＡＴＩＯＮ

ＢＬＬＤ

ｋ．ＦＡＸＯＮ １９８３ Ｌｉｂｒａｒｉａｎｓ Ｇｕｉｄｅ．

ＦＡＸＯＮ Ｃｏ．

（所在情報）

ａ．現行医学雑誌所在目録 １９８４ 日本医

学図書館協会

ｂ．学術雑誌総合目録 自然科学欧文編

２ｖｏｌｓ．紀伊国屋書店

ｃ．学術雑誌総合目録 人文科学欧文編

２ｖｏｌｓ．紀伊国屋書店

ｄ．国立国会図書館所蔵 欧文雑誌目録

紀伊国屋書店

ｅ．国立国会図書館所蔵 和雑誌目録 紀

伊国屋書店

ｆ．ＪＩＣＳＴ資料所蔵目録 ２ｖｏｌｓ．日本

科学技術情報センター

ｇ．ＣｕｒｒｅｎｔＳｅｒｉａｌｓＲｅｃｅｉｖｅｄ １９８２ ＢＬ

ＬＤ

ｈ．ＣＡＳＳＩ １９８２ ２ｖｏｌｓ．ＣＡ Ｓｅｒｖｉｃｅ

ｉ．日本科学技術関係逐次刊行物目録

１９７９年版 紀伊国屋書店

（選択情報）

ａ．ＣＯＲＥ ＪＯＵＲＮＡＬＳ ＢＹ ＳＵＢＪＥＣＴ

１９８４ 分野別基本雑誌目録

一自然科学・工学・医学編一 紀伊国

屋書店

⑧内容（到着）情報：

ａ．ＣＵＲＲＥＮＴ ＣＯＮＴＥＮＴＳ Ｌｉｆｅ Ｓｃｉｅ－

ｎｃｅｓ （週刊）ＩＳＩ

④非購入雑誌、特定業界雑誌、紀要等の出

版情報：

ａ．ＭＥＤＩＣＡＬ ＢＯＯＫＳ ＡＮＤ ＳＥＲＩＡＬＳ

ＩＮ ＰＲＩＮＴ １９８４ Ｂｏｗｋｅｒ Ｃｏ．

ｂ．ＳＯＵＲＣＥＳ ＯＦ ＳＥＲＩＡＬＳ ２ｎｄｅｄ．



Ｂｏｗｅｒ Ｃｏ．

ｃ．ＵＬＲＩＣＨ’Ｓ ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ・ＰＥ－

ＲＩＯＤＩＣＡＬＳ ＤＩＲＥＣＴＯＲＹ ２１ｅｄ．

１９８２ Ｂｏｗｋｅｒ Ｃｏ．

ｄ．ＩＲＲＥＧＵＬＡＲ ＳＥＲＩＡＬＳ ＆ ＡＮＮＵ－

ＡＬＳ Ａｎ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ

８ｔｈ ｅｄ．１９８３ Ｂｏｗｋｅｒ Ｃｏ．

ｆ．ＦＡＸＯＮ １９８３ Ｌｉｂｒａｒｉａｎｓ Ｇｕｉｄｅ．

ＦＡＸＯＮ Ｃｏ．

ｅ．雑誌新聞総カタロ グ １９８４年版 メ

ティカル・リサーチ・センター

ｇ．日本科学技 術関 係逐次刊 行物 目録

１９７９年版 紀伊国屋書店

⑤廃刊 ・休刊 雑誌：

ａ．ＩＲＲＥＧＵＬＡＲ ＳＥＲＩＡＬＳ ＆ ＡＮＮ－

ＵＡＬＳ Ａｎ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｄｉｒｅｃｔｏ－

ｒｙ ８ｔｈ ｅｄ． １９８３ Ｂｏｗｋｅｒ Ｃｏ．

⑥バ ックナンバ ー

ａ．バ ックナンバ ー取扱い書店のカ タログ

３． 会議資料 の出版情報

①会議前の出版情報 ：

ａ．学会案 内：国 内・国 外医学関 係諸学会

１９８４ （医学 のあゆみ、別 冊）医歯薬

出版

ｂ．ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡじ ＣＯＮＧＲＥＳＳ

ＣＡＬＥＮＤＡＲ ２２ｔｈ ｅｄ． １９８２

ｃ．ＷＯＲＬＤ ＭＥＥＴＩＮＧＳ： Ｍｅｄｉｃｉｎｅ（季

刊 ）Ｍａｃｍｉｌｌａｎ Ｐｕｂ．

ｄ．医学会議 情報 ｀（年 ４回 ？）全 観会議

センター －’

ｅ．学 術関係国 際会議一覧 １９８４ 日本学

術会議

ｆ．わが国で開 催予定 め国 際会議 一覧 表

国際観光振興会 く

②会議後の出版 情報 ：

犬 （販 売情報） ∧
ご
ニ ト

ａ．Ｓｔａｎｄｉｎｇ Ｏｒｄｅｒ Ｓｅｒｖｉｃｅ ｏｎ ＷＯＲ－

・づ ▽ ＬＤ ＰＵＢＬＩＳＨＥＤ ＰＲＯＣＥＥＤＩＮＧＳ

。生物・バ医学 、 丸善丿

・犬（書誌情報）犬 ダ … ……

－

ａ。ＤＩＲＥＣＴＯＲＹ ＯＦ ＰＵＢＬＩＳＨＥＤ

ＰＲＯＣＥＥＤＩＮＧＳ：Ｓｅｒｉｅｓ ＳＥＭＴ －ｓ－

ｃｉｅｎｃｅ、Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ 、Ｍｅｄｉｃｉｎｅ ａｎｄ

Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ（年 １０回）ＩＮＴＥＲＤＯＣ

Ｃｏ．

ｂ．ＰＲＯＣＥＥＤＩＮＧＳ ＩＮ ＰＲＩＮＴ（隔月刊）

Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇ ｉｎ Ｐｒｉｎｔ、Ｉｎｃ．

ｃ．Ｉｎｄｅｘ ｔｏ Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ ＆ Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ

Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ（月刊） ＩＳＩ

ｄ．Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ Ｐａｐｅｒｓ Ｉｎｄｅχ（月刊）

Ｄａｔａ Ｃｏｕｒｉｅｒ Ｉｎｃ．

ｅ．海外科学技術資料月報 国 立国会図書

館

（所在情報）

ａ．国立国会図書館所蔵科学 技 術関 係欧文

会議録目録

１９４８－１９６９ 、１９７０ －１９７６、１９７７ －

１９８１ 紀伊国屋書店

ｂ．ＪＩＣＳＴ資料所蔵目録 ２ｖｏｌｓ．日本

科学技術情 報センター

ｃ．ｌｎｄｅχ ｏｆ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ Ｐｒｃｘ：ｅｅｄｉｎｇｓ

Ｒｅｃｅｉｖｅｄ １９８３ ＢＬＬＤ

４． 視聴覚資料の出版情報

①新刊・既刊情報：

ａ．ＮＨＫ映像・録音教材 １９８３ 総合力

タロ グレ ＮＨＫ サービスセ ンタ ー

ｂ．取次書店、出版社の カタロ グ

ＡＶＣＣ、エモ リー大学 ・医学 ビデオ

ラ イブ ラリー（丸善 ）

視 聴覚 教育 のための医学 映像 ライブ ラ

リー（医学映像教育 センタ ¬）

ＨＥＳＣＯ ＡＶ ＮＥＷＳ （ヘ スコイン

ターナショナル） 一一

ｃ．ＮＬＭ ＡＵＤＩＯＶ‾ＩＳＵＡＬＳ ＣＡＴＡＬＯＧ

１９８３ ＮＬＭ

ｄ．ＴＨＥ・ＶＩＤＥＯ ＳＯＵＲＣＥ ＢＯＯＫ ３ｒ－

ｄ ｅｄ．ＮＡＴＩＯＮＡＬ ＶＩＤＥＯ ＣＬＥＡＲ－

、‥ＩＮＧＨＯＵＳＥ 、ＩＮＧ． ：

ｅ．Ｔ Ｖ医学研究講座 フィル ム・ビデ オラ

。丿万＝イ’ブ ラリー解説目録 フ ジサワ薬品

１４ ―



ｆ．日本医師会フ ィルムライブラリー 昭

和５９年版 日本医師会

ｇ．国立民族学博物館映像音響資料目録

国立民族学博物館情報管理施設

ｈ．各大学図書館の視聴覚資料目録

５． 政府刊行物の出版情報

①新刊情報：

ａ．ＷＥＥＫＬＹ ＧＯＶＥＲＭＥＮＴ ＡＢＳＴＲＡ－

ＣＴＳ（週刊）ＮＴＩＳ

ｂ．ＧＯＶＥＲＭＥＮＴ ＲＥＰＯＲＴＳ ＡＮＮＯＵ－

ＮＣＥＭＥＮＴＳ ＡＮＤ ＩＮＤＥＸ （隔月

刊）ＮＴＩＳ

ｃ．政府刊行物月報 大蔵省印刷局

ｄ．月刊政府刊行物 全国官報販売協同組

合

②既刊情報：

ａ．ＧＯＶＥＲＭＥＮＴ ＲＥＰＯＲＴＳ ＡＮＮＯＵ－

ＮＣＥＭＥＮＴＳ ．^ Ｄ ＩＮＤＥＸ （隔月

刊） ＮＴＩＳ

ｂ．政府刊行物等総合目録 １９８３年版

全国官報販売協同組合

ｃ．海外科学技術資料月報 国立国会図書

館

ｄ．洋書速報 （半月刊） 国立国会図書

館

③書誌・所在情報：

ａ．ＡＤリポート所蔵目録 第１巻～第６

巻 紀伊国屋書店

ｂ。ＰＢリポート所蔵目録 第１巻～第６

巻 紀伊国屋書店

ｃ．ＪＩＣＳＴ資料所蔵目録 ２ｖｏｌｓ。日

本科学技術情報センター

６． 国際機関、外国機関の出版情報

①既刊情報：

ａ．各国際機関等のカタログ：

（ＷＨＯ Ｐｕｂｌｉｃａｔｉｏｎｓ ｃａｔａｌｏｇｕｅ

１９４７ －１９７９．ｓｕｐｐｌ．１９８０－１９８３．

ＷＨＯ）

ｂ．海外科学技術資料月報 国立国会図書

館

②書誌情報 ：

ａ．ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ ＲＥＳＥＡＲＣＨ ｃ－

ＥＮＴＥＲＳ ＤＩＲＥＣＴＯＲＹ 」９８か ２ｎｄ

ｅｄ． ＧａｌｅＲｅｓ．Ｃｏ． レ

ｂ．ＴＨＥ ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ ＦＯＵＮＤ－

ＡＴＩＯＮ ＤＩＲＥＣＴＯＲＹ ．几ＥＵＲＯＰＡ

ＰＵＢ．

ｃ．ＧＯＶＥＲＭＥＮＴ ＲＥＳＥＡＲＣＨ ＣＥＮＴ－

ＥＲＳ ＤＩＲＥＣＴＯＲＹ ２ｎｄ ｅｄ． Ｇａｌｅ

Ｒｅｓ． Ｃｏ．

７． 地方自治体 の出版情報

①既刊・書誌情報：

ａ．日本全国書誌 週刊版、年刊 版、国 立

国会図 書館

８． 大学、団体、企業 、研究 機関等 の出版情

報

①既刊情報 ：

ａ．日本全国 書誌 週刊版 、年刊版 国立

国会 図書館

ｂ．シンクタ ンク年報 １９８トー１９８２ 総

合研究開発 機構

②書誌情報 ：

ａ．ＲＥＳＥＡＲＣＨ ＣＥＮＴＥＲＳ ＤＩＲＥＣＴＯ－

ＲＹ ７ｔｈ ｅｄ． Ｇａｌｅ Ｒｅｓ． Ｃｏ．

ｂ．ＤＩＲＥＣＴＯＲＹ ＯＦ ＳＥＬＥＣＴＥＤ ＳＣＩ－

ＥＮＴＩＦＩＣ ＩＮＳＴＩＴＵＴＩＯＮＳ ＩＮ Ｍ－

ＡＩＮＬＡＮＤ ＣＨＩＮＡ． ＳＵＲＶＥＹＳ ＆

ＲＥＳＥＡＲＣＨ Ｃｏ．

ｃ．ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ ＨＡＮＤＢＯＯＫ

ＯＦ ＵＮＩＶＥＲＳＩＴＹ． Ｍａｃｍｉｌｌａｎ

Ｐｕｂ．

ｄ．Ｍｅｄｉｃａｌ ａｎｄ Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｄ・

ｉｒｅｃｔｏｒｙ ２ｎｄ ｅｄ．ＧａｌｅＲｅｓ Ｃｏ．

ｅ．専門情報 機関総覧 １９７９ 専門図書館

協議会

ｆ．全国試験研究機関名鑑 １９８１～１９８２

度版 ラテ イス

９． 学協会、研究会等 の出版情報

①新 刊・既刊情報：

ａ．ＮＬＭ Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｃａｔａｌｏｇ Ｐｒｏｏｆ Ｓｈ－

－ １５－



ｅｅｔｓ．（週刊）ＮＬＭ

ｂ．日本全国書誌 週刊版、年刊版 国立

国会図書館

ｃ．海外科学技術資料月報 国立国会図書

館

ｄ．雑誌に掲載 ？

②書誌情報：

ａ．ＡＳＳＯＣＩＡＴＩＯＮＳ ＰＵＢＬＣＡＴＩＯＮＳ

ＩＮ ＰＲＩＮＴ １９８２ ２ｖｏｌｓ．Ｂｏｗｋｅｒ

Ｃｏ．．

ｂ．ＥＮＣＹＣＬＯＰＥＤＩＡ ＯＦ ＡＳＳＯＣＩＡＴＩ－

ＯＮＳ １７ｔｈ ｅｄ． １９８３ ３ｖｏｌｓ．ＧＡ－

ＧａｌｅＲｅｓ．Ｃｏ．

ｃ．全国学協会総覧 昭和５６年 日本学

術会議

ｄ．医学会便覧 昭和５９年版 カネボウ

薬品

ｅ．’８３医学研究録ミクス

１０． 統計資料の出版情報

①新刊・既刊情報：

ａ．ＮＬＭ Ｃｕｒｒｅｎｔ Ｃａｔａｌｏｇ Ｐｒｏｏｆ Ｓｈ－

ｅｅｔｓ。（週刊）ＮＬＭ

ｂ．日本全国書誌 週刊版、年刊版 国立

国会図書館

②書誌情報：

ａ．医療保健衛生環境統計索引 日外アソ

シェーツ

ｂ．統計利用ガイドブ ック 日外アソシェ

ーツ

ｃ．統計情報総索引 昭和５６年版 総理

府統計局

１１． 学位論文の出版情報

①既刊・書誌情報：

ａ．ＤＩＳＳＥＲＴＡＴＩＯＮ ＡＢＳＴＲＡＣＴＳ ＩＮ－

ＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ．ＵＭＩ

Ｓｅｃ．Ａ：Ｈｕｍａｎｉｔｉｅｓ ａｎｄ ｓｏｃｉａｌ

ｓｃｉｅｎｃｅｓ．（月刊）

Ｓｅｃ．Ｂ ：Ｓｃｉｅｎｃｅ ａｎｄ ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ．

（月刊）

Ｓｅｃ．Ｃ：Ｅｕｒｏｐｅａｎ ａｂｓｔｒａｃｔｓ．（季

刊）

ｂ．海外科学技術資料月報 国立国会図書

館

ｃ．’８３医学研究録 ミクス

－ １６－




